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▶文系学部 学校推薦型選抜入試問題 Ａ日程 経済学部 ／ 11月22日 実施 小論文

時間＝ 80分

後
に
あ
る
【
資
料
１
】、
【資
料
２
】
を
読
ん
だ
上
で
、
下
記
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

問
１
：
【資
料
１
】
の
下
線
部
①
～
④
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
２
：
下
線
部
�ａ
の
政
策
を
40
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
３
：
空
欄
�Ａ
に
つ
い
て
、
資
料
原
文
で
は
「
限
界
集
落
」
に
陥
っ
た
集
落
の
説
明
と
、
そ
の
帰
結
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
限
界
集
落
に
な
っ
た
集
落
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
の

か
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
集
落
が
最
終
的
に
消
滅
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ
る
の

か
を
15
0字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
４
：
【資
料
１
】
の
内
容
を
20
0字
以
内
で
要
約
し
な
さ
い
。

問
５
：
【資
料
２
】
で
は
、
米
作
の
外
部
性
や
農
村
社
会
の
持
続
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
農
村
に
対
し

て
補
助
金
な
ど
を
通
じ
た
支
援
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
日
本
に
お
け
る
農
業
支

援
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
補
助
金
に
よ
る
米
作
支
援
を
強
化
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
市
場
原
理

を
尊
重
し
て
財
政
的
な
支
援
を
控
え
る
べ
き
か
、
30
0字
以
内
で
自
由
に
論
じ
な
さ
い
。

【
資
料
１
】

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
の
農
村
は
、
高
度
成
長
期
の
若
年
人
口
流
出
や
「
過
疎
」
と
い
っ
た
問
題
系

と
は
質
的
に
異
な
る
、
集
落
そ
の
も
の
の
崩
壊
と
消
滅
の
危
機
に
直
面
し
て
い
っ
た
。
高
度
成
長
期
に
多
く

の
若
者
が
都
会
へ
、
東
京
へ
と
村
を
出
て
い
っ
た
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
村
に
と
ど
ま
っ
た
若
者
た
ち

も
い
た
。
そ
の
若
者
た
ち
が
九
〇
年
代
ま
で
に
高
齢
に
達
し
、
農
業
の
現
役
を
退
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
も
は
や
農
村
に
は
、
彼
ら
を
引
き
継
ぐ
若
い
世
代
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
農
村
の
人
口
減
少
は
、
か
つ
て
は
若
年
層
が
都
市
に
流
出
す
る
こ
と
に
よ
る
「
社
会
減
」
(｢
過
密
」
と
表

裏
を
な
す
「
過
疎
｣）
だ
っ
た
の
だ
が
、
近
年
で
は
む
し
ろ
死
亡
数
が
出
生
数
を
大
き
く
上
回
る
「
自
然

減
」
が
主
な
要
因
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
い
ま
や
日
本
の
農
村
は
、
人
口
の
再
生
産
能
力
を
失
い
、
高
齢
化

と
と
も
に
急
激
な
人
口
減
少
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
九
〇
年
代
以
降
、
と
り
わ
け
中
山

間
地
域
(注
１
) の
農
村
集
落
を
中
心
に
、
集
落
そ
の
も
の
が
存
続
不
能
に
な
る
危
機
的
事
態
が
生
じ
て
い
っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
存
続
自
体
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
集
落
の
こ
と
を
、
一
般
に
「
限
界
集
落
」
と
呼
ぶ
。
限
界

集
落
と
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行
で
人
口
の
五
〇
％
以
上
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
集
落
の
こ
と
で
、
九
〇
年
代
以
降
、
中
山
間
地
域
や
離
島
を
中
心
に
急
増
し
て
い
っ
た
。

�Ａ
。

一
九
八
〇
、
九
〇
年
代
以
降
、
中
山
間
地
域
の
農
山
村
を
中
心
に
、
農
地
が
放
棄
さ
れ
、
耕
作
が
行
わ
れ

な
く
な
る
事
態
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
す
で
に
九
〇
年
の
段
階
で
、
耕
地
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
土
地

問
題
文

1

は
、
中
山
間
地
域
の
耕
地
面
積
の
約
一
割
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
こ
の
面
積
は
増
え
続
け
て
い
る
。
山

間
部
農
村
で
の
耕
地
の
放
棄
や
集
落
の
消
滅
は
、
①
ケ
イ
カ
ン
の
悪
化
だ
け
で
な
く
、
森
林
や
水
田
の
保
水

能
力
を
低
下
さ
せ
、
下
流
域
で
の
水
害
の
危
険
も
拡
大
さ
せ
る
。

山
村
の
農
林
業
は
、
長
ら
く
地
域
全
体
の
環
境
保
全
機
能
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
保
水
や
洪
水
防
止
、

水
や
大
気
の
浄
化
、
土
壌
浸
食
の
防
止
、
森
林
の
生
育
管
理
、
文
化
的
な
ケ
イ
カ
ン
の
保
持
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
生
産
物
の
経
済
的
価
値
だ
け
で
は
測
れ
な
い
も
の
だ
が
、
耕
地
が
放
棄
さ
れ
、
集
落
が
消
滅
し
て

ほ
ぼ
た
け
ひ
こ

い
く
と
、
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
保
母
武
彦
は
、
こ
の
よ
う
な
農
山
村
の
環
境
機
能
を
重
視
し
、
環
境

や
国
土
保
全
か
ら
都
市
住
民
の
自
然
理
解
ま
で
の
②
フ
ク
ゴ
ウ
的
な
視
点
か
ら
農
村
集
落
の
維
持
を
支
え
る

制
度
的
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

保
母
は
さ
ら
に
、
こ
の
危
機
が
、
高
度
成
長
期
か
ら
の
若
年
層
流
出
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
八
〇
年
代
以

降
の
政
府
の
農
業
切
り
捨
て
と
も
い
え
る
政
策
転
換
の
な
か
で
生
じ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
七
〇
年
代

ま
で
、
自
民
党
政
権
の
支
持
③
キ
バ
ン
で
あ
り
続
け
た
農
村
に
は
、
食
糧
管
理
法
(注
２
) に
よ
る
コ
メ
の
流

通
・
価
格
の
国
家
管
理
（
一
九
六
七
年
～
）
や
�ａ
減
反
政
策
に
対
す
る
国
家
的
④
ホ
シ
ョ
ウ
（
一
九
七
一

年
～
）
な
ど
、
各
種
の
補
助
金
が
流
れ
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
国
庫
補
助
金
が
農
業

を
下
支
え
し
つ
つ
、
農
民
の
生
活
や
意
識
を
ど
っ
ぷ
り
補
助
金
漬
け
に
す
る
こ
と
で
国
の
政
策
か
ら
の
自
立

を
阻
ん
で
も
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉
国
家
政
策
は
根
本
的
に
見
直
さ
れ
、
農
山
村
向
け

の
財
政
支
出
は
継
続
的
に
削
減
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
八
〇
年
代
に
は
、
食
糧
管
理
会
計
の
見
直
し
や

農
業
補
助
金
の
カ
ッ
ト
が
続
き
、
さ
ら
に
一
連
の
コ
メ
自
由
化
交
渉
に
よ
り
、
九
三
年
に
は
日
本
の
コ
メ
市

場
が
部
分
的
に
自
由
化
さ
れ
た
。
日
本
の
コ
メ
生
産
量
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
中
山
間
地
域
は
、
農

業
生
産
性
が
全
国
平
均
と
比
べ
て
も
低
い
た
め
、
自
由
化
の
影
響
を
最
も
深
刻
に
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

注
１
：
平
地
か
ら
山
間
地
に
か
け
て
の
、
傾
斜
地
が
多
く
、
農
業
に
不
利
な
地
域
。

注
２
：
国
民
の
食
糧
の
確
保
お
よ
び
国
民
経
済
の
安
定
を
図
る
た
め
、
食
糧
を
管
理
し
、
そ
の
需
給
・
価
格
の
調
整
、
流
通
の

規
制
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
19
42
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
。
19
95
年
に
「
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

に
関
す
る
法
律
（
通
称
、
食
糧
法
)」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
廃
止
。

出
典
：
吉
見
俊
哉
『
ポ
ス
ト
戦
後
社
会
：
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑨
』
(岩
波
書
店
、
20
09
年
)、
14
3-
14
6ペ
ー
ジ
を
一
部

改
変
。

2

文
系
推
薦
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【
資
料
２
】

米
作
は
食
料
生
産
だ
け
で
な
く
、
市
場
で
は
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
外
部
性
(注
３
) を
付
随
す
る
。
農

業
が
付
随
す
る
外
部
性
は
、
我
が
国
の
社
会
構
成
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
市
場
で
は
取
り
扱
わ
れ
な
い
た

め
、
そ
の
維
持
を
図
る
に
は
政
策
対
応
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
令
和
の
米
騒
動
」
に
関
わ
る
議
論

で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
米
政
策
の
検
討
に
お
い
て
維
持
す
る
た
め
の
視
点
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
農
業
の
外
部
性
は
他
産
業
に
比
し
て
大
き
く
、
農
村
社
会
の
持
続
に
直
接
的
に
貢
献
し
う
る
こ
と
の
理

解
が
必
要
で
あ
る
。

米
作
に
付
随
す
る
外
部
性
は
、
一
般
的
に
は
食
料
安
全
保
障
、
自
然
災
害
の
緩
和
等
の
国
土
保
全
、
生
物

生
態
系
を
含
む
環
境
保
全
、
ケ
イ
カ
ン
美
化
、
文
化
伝
承
、
地
域
社
会
の
振
興
等
と
い
う
多
面
的
機
能
と
し

て
認
識
さ
れ
、
そ
の
社
会
貢
献
の
効
果
は
全
国
規
模
か
ら
都
道
府
県
、
集
落
単
位
ま
で
様
々
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
、
農
村
社
会
の
住
民
が
日
常
の
生
活
に
お
い
て
受
益
す
る
外
部
性
は
、
生
産
効
率
の
低
い
米
作
を
維

持
す
る
た
め
に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
の
是
非
を
論
じ
る
上
で
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
外
部
性
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
所
得
獲
得
機
会
が
少
な
い
高
齢
者
や
女
性
、
一
般
住
民
に
対
し
て
の
同
機
会
の
提

供
、
第
二
に
米
の
生
産
活
動
に
関
連
す
る
種
々
の
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
農
村
社
会
の
活
性
化
で

あ
る
。
第
一
の
外
部
性
に
関
し
て
、
農
業
に
定
年
は
無
い
と
言
わ
れ
る
が
、
少
な
く
な
い
高
齢
者
が
米
作
お
よ
び

水
田
を
活
用
し
て
の
他
作
目
穀
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
米
作
に
よ
る
所
得
だ
け
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
年
金
等
の
他
収
入
と
の
合
計
が
生
活
の
キ
バ
ン
と
な
る
場
合
が
多
い
。

そ
う
で
は
あ
っ
て
も
米
作
を
維
持
す
る
た
め
に
は
赤
字
経
営
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
赤
字
経
営
は
米

作
の
維
持
を
不
安
定
化
し
、
水
田
の
耕
作
放
棄
地
化
は
進
む
一
方
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
農
村
社
会
で
は
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
条
件
不
利
地
域
で
は
個
々

の
農
業
者
の
生
産
規
模
が
小
さ
な
こ
と
に
よ
る
生
産
性
の
低
さ
が
著
し
い
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
機

械
の
共
有
化
や
経
営
の
共
同
化
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
集
落
を
単
位
と
し
て
行
う
集
落
営
農
組

織
の
設
立
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
大
規
模
農
業
経
営
の
育
成
が
困
難
な
地
域
に
お
い

て
農
業
者
間
の
協
力
に
よ
り
規
模
の
経
済
を
獲
得
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
農
業
労
働
力
の
急

速
な
減
少
に
対
し
て
そ
れ
を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
農
業
者
は
こ
れ
ら
の
活
動

へ
の
参
画
を
と
お
し
て
地
域
を
守
る
こ
と
の
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
外
部
性
に
関
し
て
、
少
な
く
な
い
集
落
組
織
が
生
産
活
動
に
関
連
し
て
生
産
物
の
加
工
や
消
費
者

へ
の
直
接
販
売
等
の
「
農
業
の
六
次
産
業
化
(注
４
) 」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
｢農
業
の
六
次
産
業
化
」
が
成

果
を
挙
げ
れ
ば
、
高
齢
者
に
限
ら
な
い
青
壮
年
の
集
落
住
民
に
対
し
て
所
得
獲
得
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
六
次
産
業
化
は
農
村
社
会
に
お
け
る
内
発
的
発
展
と
い
え
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
例
え
ば
、
滋
賀
県
に
あ
る
集
落
組
織
「
万
葉
の
郷
ぬ
か
づ
か
」
で
は
、
農
業
者
に
限
ら
な
い
非
農
家
住

民
が
六
次
産
業
化
に
参
画
し
、
農
村
社
会
の
持
続
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
律
的
に
お
仕
着
せ
ら
れ
た
取
り

組
み
で
は
な
く
、
自
地
域
に
適
し
た
内
容
・
方
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
持
続
性
が
あ
る
。
食
料
で

あ
る
米
の
生
産
活
動
お
よ
び
関
連
す
る
諸
活
動
へ
の
農
村
住
民
の
参
加
を
と
お
し
て
、
個
々
の
農
家
次
元
に

3

と
ど
ま
ら
ず
農
村
社
会
の
持
続
の
弱
体
化
を
防
止
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
第
一
と
第
二
の
外
部
性
が
密
接
的
に
関
連
す
る
こ
と
に
よ
り
農
村
社
会
の
持
続
が
図
ら
れ
て
お
り
､

そ
の
効
果
は
極
め
て
大
き
い
。
例
え
ば
、
限
界
集
落
が
消
滅
し
な
い
の
は
集
落
住
民
が
生
き
が
い
を
も
っ
て

日
常
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
農
業
は
そ
の
よ
う
な
生
き
が
い
と
な
る
活
動
の
場
を
提
供
す
る

機
能
を
外
部
性
と
し
て
付
随
し
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
農
村
社
会
が
持
続
す
る
た
め
の
条
件
を
「
地
域
住
民
が
活
気
あ
る
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う

な
活
動
の
場
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
」
と
す
れ
ば
、
米
作
が
付
随
す
る
外
部
性
は
農
村
社
会
の
重
要
な
構
成
要

素
の
一
つ
と
い
え
る
。

注
３
：
あ
る
経
済
活
動
が
第
三
者
に
与
え
る
影
響
。
例
え
ば
、
化
学
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
染
物
質
は
近
隣
住
民
の
健
康
被

害
な
ど
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
時
に
発
生
す
る
近
隣
住
民
の
健
康
被
害
や
不
快
感
と
い
う
「
コ
ス
ト
」
の
発

生
を
「
負
の
外
部
性
」
と
い
う
。

注
４
：
農
林
水
産
物
を
収
穫
・
漁
獲
（
第
一
次
産
業
）
す
る
だ
け
で
な
く
、
加
工
（
第
二
次
産
業
）
し
、
流
通
・
販
売
（
第
三

次
産
業
）
ま
で
手
が
け
る
こ
と
で
、
農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
強
化
を
目
ざ
す
経
営
手
法
。

出
典
：
伊
庭
治
彦
「
米
作
と
「
社
会
的
適
正
米
価
｣：
外
部
性
と
農
村
社
会
の
持
続
」
『現
代
思
想
』、
20
25
年
９
月
号
、
(青
土

社
、
20
25
年
)、
43
-4
4ペ
ー
ジ
を
一
部
改
変
。
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